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混合給与法と分離給与法の違いが泌乳及び乾物摂取に及ぼす影響
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Feeding on TotalMixcd RationsinI）airy Cows：Comparison of rl10tal

Mixed Rations and Separate Feeding
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1　は　じ　め　に

地域における低利用飼料資源の活用方法を確立し，産乳

性の向上や生産費の低減を図る必要がある。このため．稲

わら等の低利用の農場副産物を活用した混合飼料（TMR）

の給与が泌乳量及び養分摂取員に及ぼす影響について検討

した。

2　試　験　方　法

泌乳中一後期のホルスタイン種経産牛4頗，初産牛2頑

の計6頑を用いた。供試牛の概要を表1に示した。試験は

供試飼料をすべて混合して給与する混合飼料給与区（以下．

混合区）と同一の飼料を別々に給与する分離給与区（以卜

分離区）の2処理区を設け，供試牛を3頗ずつ2群に分け

て．1期3週間．予備期1週間，本試験期2週間の二重反

転法で試験を実施した。牛群及び試験区の配置を表2に示

した。TMRはミキシングオーガ一式の混合機を用い．容

表1　供式年の概要

群　 牛仙
分娩月 日 産次 （謂 ） 等璧戸 琵雷

1 1990．8，29　 2　　　 27．1　　 4．0 1　 648

A　　 2 1990．8．20　 2　　　 20．0　　　 3 ．40　　 640

3 1990．10．22　 1　　 3 1．0　　　 3 ．70　　 540

4 1990．8 ．25　 3　　　 34．0　　　 3 ．65　　 662

B　　 5 199 0．9 ．7　 1　　 20．0　　　 3 ．45　　 517

6 1990．10 ．14　 5　　　 3 1．0　　　 4 ．10　　 657

表2　試験配置

試験期 I　　　　　 n　　　　　 Ⅲ

牛群A （3頑） 混合給与　 分離給与　 混合給与

牛群B （3 頑） 分離給与　 混合給与　 分離給与

量1．1汀iのホッパーに材料を大体一杯にし1日1回午前中

に調製した。混合が完全にできるまでには約30分を要した。

このTMRは翌朝の給与までの呈とし，また，稲わらの切

断長は5cmとした。供試飼料の混合割合を表3に示した。

両区とも乾物換算で，とうもろこしサイレージ30％，稲わ

ら10％，ビートパルプ10％，配合飼料45％，大豆柏5％と

し，TMRの栄養値は表4に示した。

TMRの給与は，午後2時，4時及び午前5時の3回で，

蓑3　飼料の混合割合（乾物比）

原　　　 料 混合割合 （％）

とうもろこしサイレージ 30

稲　　　 わ　　　　 ら 10

配　　 合　　 飼　　 料 45

ビ　 ー　 ト　パ　 ル　 プ 10

大　　　 豆　　　 柏 5

蓑4　混合飼料の栄養価

項　目 含有率（％）

DM

CP／DM
DCP／DM

TDN／DM
粗せんい／DM

帆／濃DM比

55．9

15．0

10．9

72．4

15．2

50：50

分離給与では．午後2時にとうもろこしサイレージ，4時

にビートパルプ，大豆柏，配合飼料，午前5時にビートパ

ルプ．人豆粕，配合飼料，稲わらの順に給与した。

飼料給与崖は．TDNでn本飼養棲準の110％を目安と

した。給与量は，試験前又は前期の乳鼠乳脂率，体重を

基に各期ごとに変更した。

搾乳は1日2回でその間隔は日中11時間，夜間13時間と

した。スタンチョンにけい善し．教科は使用せず牛床マッ

トとした。運動は午前9時から午後1時までの4時間パドッ

クに開放した。

乳量は毎日，乳成分は過1回試料を採取し，ミルコスキャ

ンで．乳脂率，乳蛋白率及び乳糖率を測定した。測定され

た乳量，乳成分によりFCMを求めた。飼料摂取量は．毎

日の残飼量を計量し，給与量から差し引いて求めた。

得られたデータについて．処理間の差を1医l子2水準の

1元配置法の解析手順で検定し，処理ごとの平均値は，修

正平均値の形で表した。

3　試験結果と考察

（1）飼料摂取

養分摂取量，養分充足率及び体重の平均値を表5に示し

た。乾物摂取軌は分離区19．0kg／口に比較して混合区が

19．4kg／日とOAkg／日多かったが．有意差は認められな
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かった。体重に対する乾物摂取朋の割合は，混合区3．17％．

分離区3．15％であり区間に7－f点差は認められなかった。ま

た，体重についても差は認められなかった。TDNの摂取

鼻では，混合区が．14．47kg－充足率109．4％であり，分離

区ではそれぞれ廿35kg，108．2％といずれもl如、値を示し

た。DCPでもTDNと同様な傾向を示した。すなわち，

混合区で摂取姐2．675kg．充足率172．3％に対し，分離区で

はそれぞれ2．671kg，168．7％であった。拾Ii飼料の原物摂

取和は．混合区では給与別科のはば全員が摂取されたが，

稲わらの摂取紬こついてみると，分離l東は1．54kg／日（D

Ml，36kg）であり，混合区の2，04kg／Fl（DMl，80kg／

日）よりも0．5kg少なく，残足の多い傾向がみられた。

蓑5　養分摂取鼠充足率及び体車

項　 目 混合給与区　 分離給与区　 差の検定

D M　　　 （kg／日） 19．4　　　　 19．O　　　　 N S

稲わ ら摂取量（kg／日） 1．80　　　　 1．36　　　 N S

T D N　　 （kg／日） 14．47　　　 14．35　　　 N S

D C P　　 （kg／日） 2．675　　　　 2．671　　 N S

T D N 充足率　 （勉） 109．4　　　 108．2　　　　 N S

D C P 充足率　 （勉） 172．3　　　 168．7　　　　 N S

D M ／B W　　 （％） 3．17　　　　　 3．15　　　 N S

B W　　　　　 （kg） 6 16　　　　　 618　　　　　 N S

（2）泌乳成績

1日、りりの乳舅，乳成分でについて表6に示した。実乳

舅についてみると．混合lメ25．96kg，分離区26．36kg／日と

分離区が高い値となったが，有意な差ではなかった。乳脂

率及び乳脂軋乳卦‘1率及び乳要白星は両区ともはば同

の倍であった。乳糖率は，混合区4．84％，分離区4．79％と

混合区が高い伯となったが，乳糖員は両区ともはばl司・の

値であった。乳成分はいずれにおいても有意差は認められ

なかった。乳員，乳脂率より求めたFCMでは，混合医

24．80kg，分離区25．09kgで分離区が高い低となったが，有
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表6　産乳成績

項　臼 混合給与区　分離給与区　差の検定

乳　　量（kg／日）
乳脂率　（％）

乳脂鼻（kg／［1）
乳蛋白率　（勉）

乳空自蛍（kg／日）
乳糖率　（％）

乳糖虫（kg／臼）
SNF率　（％）

SNF率（kg／日）

4％FCM（kg／日）

25．96

3．69

0．96

3．24

0．84

4．84

1．26

8．94

2．34

24．80

26．36　　　　NS

3．65　　　　NS

O．96　　　　NS

3．26　　　　NS

O．85　　　　NS

4．79　　　　N S

l．25　　　　NS

8．93　　　　NS

2．42　　　　NS

25．09　　　　NS

意な屋ではなかった。

4　ま　　と　　め

とうもろこしサイレージに稲わらを組合せた混合飼料給

Ii法と分離給与法の違いが泌乳星及び養分摂取星に及ぼす

影響について検討した。供試牛は泌乳中一後期のホルスタ

イン種6頭であった。実験計画は1期3週間，予備期1週

間，本試験期2週間とする一．垂反転法であった。供試飼料

は両区とも，とうもろこしサイレージ30％，稲わら10％，

ビートパルプ10％，配合別科40％，人豆粕5％（乾物比）

とした。

（1）焼物飼料の摂取出については－混合区で給与星のほと

んどが摂取され，分離区では稲わらの残金が多い傾向がみ

られた。選び食いが出来ない混合給与法が分離給与法に比

べて採食性に優れていた。

（2）乾物摂取虫は混合区19．4kg／日，分離区19．0kg／H

で，有意な差はなかった。TDN摂取量，DCP摂取駁，

TDN充足率及びDCP充足率については乾物摂取量と同

様の傾向がみられた。

（3）休垂，乳札乳成分及びFCMについて両区に有意差

は認められなかった。
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